
令和５年度龍ケ崎市地域公共交通協議会（第２回） 
 

 

日時：令和５年６月２６日（月） 

１５時～１６時３０分 

場所：龍ケ崎市役所 附属棟１階 第１会議室 

 

 

次   第 
 

 

１ 開会 

 

 

２ 議事 

 

 (1) 龍ケ崎市地域公共交通網形成計画の事業評価について 

 

 (2) 龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」の運行計画について 

  （龍ケ崎市地域公共交通計画別紙について） 

 

 (3) 龍ケ崎市コミュニティバスの再編について 

 

 (4) ＡＩオンデマンド交通実証実験について 

 

 (5) ウェルカムチケット事業について 

 

 (6) 関東鉄道竜ヶ崎線生活交通改善事業計画（鉄道軌道安全輸送設備等整備

事業）等の変更について 

 

３ その他 

 

 

４ 閉会  
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議事(1) 

 

龍ケ崎市地域公共交通網形成計画の事業評価につ

いて  
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【概要】 

 当市の地域公共交通施策については、「龍ケ崎市地域公共交通網形成計画」

に基づき、様々な取り組みを行ってきたところだが、令和５年３月３１日を

もって計画期間（平成３０年４月から令和５年３月）が終了した。ついては、

「龍ケ崎市地域公共交通網形成計画」において設定していた指標及び目標の達

成状況等について、別紙１及び別紙２のとおり取りまとめたので、内容につい

て協議をお願いしたい。 

 

【資料】 

・別紙１ 

 龍ケ崎市地域公共交通網形成計画における計画目標の達成状況について 

・別紙２ 

 龍ケ崎市地域公共交通網形成計画に位置付けた事業の実施状況について 
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議事(2) 

 

龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」の運行計画につ

いて（龍ケ崎市地域公共交通計画別紙について） 
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【概要】 

龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」は、国の「地域公共交通確保維持改善事業

費補助金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）を活用し運行してい

る。補助金の交付を受けるには、「地域公共交通計画」において、補助系統の

地域の公共交通における位置付け、補助事業の必要性等を記載する必要がある

ほか、補助系統等に関する詳細な事項を交通協議会において協議した上、「地

域公共交通計画 別紙」を作成する必要がある。 

ついては、「龍ケ崎市地域公共交通計画 別紙」について、別紙３のとおり

としてよろしいか、協議をお願いしたい。 

 

【資料】 

・別紙３ 

 龍ケ崎市地域公共交通計画 別紙（案） 
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議事(3) 

 

龍ケ崎市コミュニティバスの再編について  
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【概要】 

 龍ケ崎市コミュニティバスについては、令和元年９月１日に運行計画の再編

を実施し、その後、令和２年 12 月１日に 01 南が丘・長沖線等の一部路線にお

いて運行計画の変更を実施している。 

 コミュニティバスについては、約５年ごとに運行計画の見直しを行うことと

しており、龍ケ崎市地域公共交通計画においても、令和６年９月に見直しを行

うとしている。 

 一方で、今後のコミュニティバス運行計画の見直しにおいては、本年度実施

するＡＩオンデマンド交通実証実験の結果を踏まえて行う必要がある。 

 ついては、コミュニティバス再編スケジュールについて、別紙４のとおり事

務局の案を作成したため、その内容について協議をお願いしたい。 

 

 

【資料】 

・別紙４ 

 地域公共交通の再編スケジュールについて 

・参考資料１ 

 令和４年度龍ケ崎市コミュニティバス乗車人数推移（ルート別）  
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議事(4) 

 

ＡＩオンデマンド交通実証実験について  
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【概要】 

 令和５年１０月からの実施に向けて準備を進めている、「龍ケ崎市ＡＩオン

デマンド交通実証実験」について、以下のとおり現在の状況をお知らせするの

で、ご意見をお伺いしたい。 

 

【実証実験内容】 

実施期間 令和５年１０月１日～令和６年３月３１日（１８０日） 

※令和６年１月１日～３日を除く。 

運行時間帯 ８：３０～１７：００ 

事業許可 道路運送法第４条（区域運行） 

運行地域 市東部地域 

車両台数 ２台 

運賃設定 大人（小学生以上）：３００円 

未就学児     ：無料 

手帳等所有者   ：１５０円 

※手帳所有者とは、身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害

者保健福祉手帳の交付を受けている方と、第１種知的障害者

及び第１種身体障害者と同乗する介護者。 

 

【資料】 

・別紙５ 

 龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通実証運行乗降ポイント（案）一覧 

・別紙６ 

 龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通実証実験乗降ポイント（案）位置図 
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議事(5) 

 

ウェルカムチケット事業について  
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【概要】 

 龍ケ崎市では、新たに本市へ転入してきた方を対象に、市の公共施設等の優

待チケットを配布する、ウェルカムチケット事業の実施を検討している。 

 ついては、コミュニティバス及び乗合タクシーの無料乗車券を優待チケット

の一つとして設定することで、各施設への移動手段を提供し、あわせて公共交

通の利用促進としたいと考えている。 

 ついては、下記のチケットを作成、配布することについて協議をお願いした

い。 

 なお、チケットのデザインや運用開始時期等については、他のチケットとの

兼ね合いもあり、変更が生じる場合があることから、運用に大きな影響を生じ

ない軽微な変更については、事務局に一任いただくことをご了承いただきた

い。 

 

【コミュニティバス利用券及び乗合タクシー利用券について】 

①対象路線 

 ・龍ケ崎市コミュニティバス 

全路線・全系統 

 ・龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」 

全便 

 

②運賃等の設定方法 

 ・龍ケ崎市コミュニティバス 

  通常運賃２００円のところ、コミュニティバス利用券を利用することで、

無料でコミュニティバスに乗車できる。 

 ・龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」 

  通常運賃５００円のところ、乗合タクシー利用券を利用することで、無料

で乗合タクシーに乗車できる。 

 

③適用範囲 

 龍ケ崎市への転入者。ただし、コミュニティバス利用券（２枚）と乗合タク

シー利用券はいずれか片方のみ利用可とする。 

 

④適用する期間 

 令和５年１０月１日（日）から（予定） 

 

【資料】 

・参考資料２ 

 ウェルカムチケット交付事業（案）について 
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議事(6) 

 

関東鉄道竜ヶ崎線生活交通改善事業計画（鉄道軌

道安全輸送設備等整備事業）等の変更について 
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【概要】 

 関東鉄道竜ヶ崎線については，国・県・市が安全設備の整備に関する補助を

実施し，路線の維持を図っている。 

 この度，関東鉄道株式会社より令和５年度以降の実施事業について，資料の

とおり変更を行いたいとの申し出があった。 

 ついては，関東鉄道竜ヶ崎線生活交通改善事業計画の変更について協議をお

願いしたい。 

 

 

【資料】 

・別紙７ 

 ２０２３年度関東鉄道竜ヶ崎線生活交通改善事業計画（鉄道軌道安全輸送設

備等整備事業） 
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その他 



現況値

目標値

平成27年度の実績
　合計　1,228,425人

令和４年度の目標値
　合計　1,281,600人

平成26年度の実績
　24.3％

令和４年度の目標値
　38.0％

平成28年度の実績
　36.1％

令和４年度の目標値
　現状よりも拡大

平成28年度の実績
　０系統

令和４年度の目標値
　１系統

平成28年10月の実績
  47.5％（40台中19台）

令和４年度の目標値
  70.0％（40台中28台）

平成27年度の実績
　201件

令和４年度の目標値
  320件

平成27年度の実績
  ６回

平成29～令和４年度までの
合計目標値　　48回

平成26年度の実績
（3日間の合計）　6,972人

平成29～令和４年度までの
合計目標値　　48,000人

龍ケ崎市地域公共交通網形成計画における計画目標の達成状況について

基本方針 目標

平成29～令和４年度までの合計：27,087人

【令和４年度実績】
７月24日（日）の関東鉄道竜ヶ崎線の利用者数：1,374人
※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、７月24
日（日）の１日で神社の神事のみを斎行。

目標３

目標４

基本方針３

基本方針４

①地域公共交通利用者数
　鉄道、路線バス（昼間割引）、
コミュニティバス、乗合タクシーの利用者数

⑤バスのバリアフリー化率
　市域内を運行する路線バスのノンステップバス導
入率

令和４年度実績：1,043,373人

【内訳】
関東鉄道竜ヶ崎線：705,971人　路線バス（昼間割引）：120,769人
コミュニティバス：211,917人　乗合タクシー：4,716人

令和４年度末時点：92.8％
【内訳】
関東鉄道株式会社竜ヶ崎営業所：42台中39台
（令和４年度市補助台数:0台）

平成29～令和４年度までの合計：60回

【令和４年度実績】
実施回数：９回
【内訳】
モビリティ・マネジメント：３件（ふれ愛広場、川原代小、大宮小）
龍ケ崎市地域公共交通利用促進活動補助事業：６件

⑥高齢者公共交通共通定期券
（おたっしゃパス）の販売件数

令和４年度実績：504件
　
【内訳】
コミュニティバスのみ：320件
コミュニティバス路線バス共通：184件

⑧地域公共交通利用の来訪者数
　イベント開催日における地域公共交通利用
による来訪者数

令和４年度末までの実績評価指標 単位

件/年

回

％

令和３年度実績：28.0％
※数値の変遷
24.3％（H26）→21.3％（H28）→24.8％（H30)→28.0％（R3)

令和４年度実績：38.7％（令和３年度末から変化なし）

０系統

人/年

基本方針１ 目標1

②地域公共交通に対する市民の満足度
　まちづくり市民アンケート調査による
地域公共交通に満足している人の割合

％

人/年

⑦地域公共交通利用促進事業実施回数
　地域公共交通のＰＲや活性化イベント、
モビリティ・マネジメントの実施回数

基本方針２ 目標２

③コミュニティバスのカバー圏域
　市域内におけるコミュニティバスのカバー圏域

％

④道の駅への地域公共交通の整備
　道の駅への地域公共交通の整備状況

件/年

別紙１



実施状況 評価

龍ケ崎市単独による要望活動の実施
・2016年度から2017年度にかけて、ＪＲ東日本水戸支社へ市単独要望を
実施した。
※2018年度以降は未実施。

×

市加盟団体による要望活応答
・年１回、「茨城県常磐線整備促進期成同盟会」等を通じ、常磐線の品
川駅への乗入、運行本数の増加及び安全設備の整備に関する要望活動を
実施した。

〇

鉄道利用安全性向上の支援
・鉄道利用安全性向上を図るための工事を実施した。
　〇龍ケ崎市駅：ホームと車両の隙間を解消する工事
　〇第二竜ケ崎街道踏切：安全設備の充実を図る工事

〇

広域的な地域公共交通の確保・維持補助事業

・沿線住民の通学、通勤、通院、買い物等日常生活に必要不可欠な移動
手段の確保のため、国・県・沿線市と協調し、江戸崎線、取手線の補助
を実施したほか、生産性向上のための取組を実施した。
また、市単独でも幹線系統に対し補助を実施した。

〇

広域路線バスの検討及び実証運行

・2017年２月より稲敷エリア広域バス（３路線）を開始した。しかしな
がら、龍ケ崎市域を含む美浦・龍ケ崎線は2019年３月末で廃止となっ
た。
・稲敷エリア広域バスをはじめとした県南地域の広域路線に関する情報
収集を行った。

〇

龍ケ崎市地域公共交通網形成計画に位置付けた事業の実施状況について

事業の実施状況についての評価 〇・・・予定通り事業を完了、×・・・事業が未実施／未完了

実施事業

１－１．ＪＲ常磐線の利便性向上

１－２．広域的な地域幹線路線バスの安定的な運行と新たな路線の検討

別紙２



実施状況 評価実施事業

路線バス昼間割引運賃制度の拡大
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編を踏まえ、今後の利用状
況や利用者からの要望等を注視しながら、引き続き調査研究することと
した。

×

路線バス及び関東鉄道竜ヶ崎線での通学者支援
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編を踏まえ、今後の利用状
況や利用者からの要望等を注視しながら、引き続き調査研究することと
した。

×

コミュニティバス乗継券の発行
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編に合わせて導入。
・2020年度以降は周知ＰＲを行っている。

〇

コミュニティバス乗継券の発行１日乗車券の導入
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編に合わせて導入。
・2020年度以降は周知ＰＲを行っている。

〇

コミュニティバス通学定期券の導入
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編に合わせて導入。
・2020年度以降は周知ＰＲを行っている。

〇

高齢者向け市内公共交通共通定期券（おたっしゃパ
ス）

・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編に合わせて一部対象年齢
を拡大するなど、運用拡大を行った。
・2020年度以降は周知ＰＲを行っている。

〇

運転免許自主返納支援事業
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編に合わせて、支援事業の
対象年齢を拡大するなど、運用拡大を行った。
・2020年度以降は周知ＰＲを行っている。

〇

ランドセルチケット
・2017年度から2018年度にかけて、ランドセルチケットの据え置き金額
での運用について協議を進めた。
・周知ＰＲを継続して行っている。

〇

２－３．コミュニティバスの割引制度の充実

２－１．昼間割引運賃制度の拡大及び路線バス・関東鉄道竜ヶ崎線の通学割引等の検討

２－２．コミュニティバス乗継券及び１日乗車券の導入



実施状況 評価実施事業

コミュニティ運行計画の見直し
・2019年９月のコミュニティバス運行計画再編を実施。
・その後、2020年12月に一部ルート・ダイヤ改正を行っている。

〇

交通手段の連携 ・2019年度及び2020年度に、デジタルサイネージの整備を行っている。 〇

深夜バスの実証運行及び検証
・2016年度から2020年度の５年間に渡り、実証運行を行ったが、2021年
３月末を以って深夜バスの実証運行は終了することとなった。

〇

関東鉄道竜ヶ崎駅の待合機能の充実
・コミュニティバス待合室「りゅう舎」を整備し、ベンチやデジタルサ
イネージを設置したほか、公衆トイレの改修を実施することで、関東鉄
道竜ヶ崎駅の待合機能の充実を図った。

〇

『道の駅』までのシャトルバスの運行
・道の駅開業が未定となったことから開業時期に合わせ運行する方針を
示した。

×

新都市拠点地開発エリアへのバスターミナル設置 ・新都市拠点開発エリア整備事業の進捗状況を注視している。 ×

乗合タクシーのＰＲ活動
・市広報誌やホームページへの掲載のほか、敬老会参加者に対しチラシ
を配布し、制度の周知を図っている。

〇

運行内容の充実 ・2019年9月より、「さんさん館」を目的地に追加した。 〇

５－２．新都市拠点地区などへのバスターミナルの設置の検討

６－１．乗合タクシーの充実

３－１．コミュニティバス運行計画（ルート、ダイヤ）の見直し

４－１．交通手段の連携強化と交通結節点の充実

５－１．道の駅へのシャトルバスの運行



実施状況 評価実施事業

バスロケーションシステムの導入
・バスロケーションシステムは2019年度に整備、デジタルサイネージは
2019年度及び2020年度に整備を行っている。

〇

地域公共交通ガイドの作成・配布

・コミュニティバスリーフレットについて、2019年９月の再編に合わせ
て市内全戸に配布するとともに、公共施設等にも設置し、周知を図っ
た。
・2020年12月に実施した一部ルート・ダイヤ改正に伴い、改正後のリー
フレットを作成して、コミュニティバス利用者に配布している。

〇

案内誘導サインの整備
・2019年９月の再編に合わせ、関東鉄道竜ヶ崎駅及び市役所にバス停車
位置を示す表示を設置した。

〇

関東鉄道路線バスへの交通系ＩＣカードの導入

・2018年３月　関東鉄道株式会社の路線バス全線において交通系ＩＣ
カードの利用開始。
・2021年10月　コミュニティバス循環ルートにおいて交通系ＩＣカード
の利用開始。

〇

ノンステップバス導入事業費補助
・交通事業者が導入したノンステップバスに対して補助金の交付を行っ
ている。

〇

コミュニティバスへのノンステップバス導入
・コミュニティバスの車両更新にあたり、利用者が多い循環ルートにお
いてノンステップバスを導入している。

〇

駐輪場の環境整備 ・未実施。 ×

新たな駐輪場の整備 ・未実施。 ×

サイクルトレインの実施 ・継続的にサイクルトレインを実施している。 〇

６－２．バスロケーションシステム導入など分かりやすい運行情報の提供

６－３．路線バスＩＣカード導入

６－４．バリアフリーの推進

６－５．駐輪場の整備



実施状況 評価実施事業

バス停留所の上屋及びベンチの設置

・2019年９月のコミュニティバス再編に合わせて、バス停の移動、上屋
及びベンチの設置を行った。
・2019年以降、近隣商業施設等からの協力のもと、トイレや軒下等を無
償で借りられる「バス待ち環境快適化事業『まてまて』」を展開して、
バス待ち環境の改善を図った。

×

既存のバス停留所の修繕 ・未実施。 ×

鉄道軌道安全輸送設備等整備事業の実施
・関東鉄道竜ヶ崎線の安全設備整備として国及び県と協調し、安全設備
等に補助金を交付し輸送の安全性向上を図った。

〇

コミュニティバス車両の更新
・2019年９月のコミュニティバス再編に合わせて、全路線において、市
オリジナルラッピングを施した車両を新規に導入し、マイバス意識の向
上を図った。

〇

地域公共交通のサポーター組織設立に向けた準備・
支援

・2017年度に市内の学校や団体、商工会など趣旨に賛同する団体の協力
を得て活性化協議会を立ち上げた。
・また、公共交通利用促進を目的とする事業に対する補助制度を制定し
た。

〇

地域公共交通活性化事業の実施
・2017年度の組織設立以降、毎年度、５事業程度、地域公共交通活性化
事業を実施している。

〇

学校教育におけるモビリティ・マネジメントの実施
・毎年度、市内４つの小学校及び１つの幼稚園に対して、学校教育にお
けるモビリティ・マネジメントを実施している。

〇

６－６．バス停留所施設の環境改善

６－７．関東鉄道竜ヶ崎線安全設備の整備

６－８．コミュニティバス車両の更新

７－１．サポーター制度の構築及び団体・組織と連携した地域公共交通活性化事業の実施

７－２．モビリティ・マネジメントの実施



実施状況 評価実施事業

「ノーマイカーデー龍ケ崎」の実施
・毎年度、市職員に対し、ノーマイカーデーを推進している。通勤・帰
宅時の具体的なコミュニティバス利用例を庁内掲示板に提示したほか、
イベント時には公共交通機関の利用を呼び掛けている。

〇

市職員による「エコ通勤」の取組
・2018年度以降、アンケート調査、回数券の案内、コミュニティバス通
勤者に対する負担軽減策の導入検討を行っている。

〇

７－３．ノーマイカーデーの推進



 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍ケ崎市地域公共交通計画 別紙（案） 

別紙３ 



 

 

令和５年６月２６日 

 

          （名称）龍ケ崎市地域公共交通協議会          
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有してお

り、それぞれの市街地が特徴を持つようなまちづくりを進めている。そのため、市民の移

動における目的地が、ひとつの市街地に集中しないことが大きな特徴であり、市街地間や

市街地とその周辺集落とを結ぶ地域公共交通の充実が必要となる。 

当市の地域公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、

路線バス及びコミュニティバスのネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっ

ている。しかしながら、路線バスとコミュニティバスのネットワークにおいてもすべての

地域をカバーできていないこと、目的地までの移動に乗継ぎが必要な場合があること、バ

ス停留所までの移動が困難な高齢者等の移動手段の確保が必要であること等の課題を抱え

ている。 

 これらの背景を踏まえ、地域の真のニーズに対応した地域公共交通サービスを目指すた

め、当事業により既存の地域公共交通を補完するシステムである乗合タクシーを運行する

必要がある。 

 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

・乗合タクシーの年間利用者数を４,７５８人以上（令和４年度実績４,７１６人）とする 

・利用者１人１回当たりの公的資金投入額（市負担額）を１,０９６円以下（令和４年度

実績９７７円）とする。 

・乗合率（一便当たりの利用者数が２人以上の割合）を３０.０％（令和４年度実績２７.

３％）とする。 

 

（地域公共交通計画Ｐ４０、４１、５３参照） 

 

乗合タクシーの年間利用者数については、新型コロナウイルス感染症による影響を受け、

令和２年度から利用者が減少していることから、コロナ禍以前の水準まで改善することを

目標に数値を設定した。 

利用者１人１回当たりの公的資金投入額については、令和４年度の実績において計画で

定めた目標値を達成しているが、当市の乗合タクシーは運行回数が増加すると、比例して

運行経費も増加するため、継続して目標値を達成できるよう計画に定めた数値を引き続き

目標値とする。 

また、上記の理由により運利用者を増加させつつ公的資金投入額を減少させるためには、

乗合率（一便当たりの利用者数が２人以上の割合）を上昇させる必要があるため、前年度の

計画同様に乗合率も目標値として設定する。 

 

 

 

 



（２）事業の効果 

・乗合タクシーは自宅まで送迎することができるため、路線バスおよびコミュニティバス

ではカバーできず、地域公共交通が空白となっていた地域を補完することができる。 

・高齢者等、交通弱者といわれる方々の移動手段が確保できる。 

・既存のバス交通が利用可能な地域ではあるが、日中の運行便数が少なく、生活交通として

利用することが困難だった地域の住民にとっても、利便性を格段に向上させることがで

きる。 

 

 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・乗合タクシーの利用促進（龍ケ崎市） 

 

（龍ケ崎市地域公共交通計画Ｐ５１参照） 

 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

別添の表１のとおり。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

・龍ケ崎市から運行事業者への補償額については、運賃収入、事業者負担（運行経費の１

割）、国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 

 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・利用者数や利用者１人１回あたりの市負担額等、数値目標によるモニタリング・評価を

実施 

 

 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 ※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 



10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 別添の表５のとおり。 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

 



17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

平成２３年１１月１日（平成２３年度第３回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・乗合タクシーについての協議 

平成２４年１月３１日（平成２３年度第４回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・計画全体について合意 

平成２４年４月２４日（平成２４年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・乗合タクシー運行方針や考え方等、運行に直接的な影響がないような見直しの場合、事

務局により修正し、その後会議において報告することで合意 

令和２年７月２７日（令和２年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通協議会 

・令和２年１０月から運行事業者に布川交通株式会社の加入について承認 

令和５年６月２６日（令和５年度第２回）龍ケ崎市地域公共交通協議会 

・龍ケ崎市地域公共交通計画別紙について承認 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

住民又は利用者の代表として、市民公募により選出された市民代表委員３名と龍ケ崎市

商工会の代表者が参画する龍ケ崎市地域公共交通協議会（法定協議会）による議論を経て

本計画を作成した。 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 茨城県龍ケ崎市３７１０番地   

（所 属） 龍ケ崎市都市整備部都市計画課  

（氏 名） 中嶋 真史           

（電 話） ０２９７－６４－１１１１    

（e-mail） toshikei@city.ryugasaki.lg.jp  
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。







文化会館 

（大昭ホール龍ケ崎） 

竜ヶ崎駅 

総合福祉センター 

龍ケ崎市役所 

龍ケ崎済生会病院 

添付資料 第 16 条の補助対象事業の基準 

     （補助要綱別表７）ハ①に関する資料 

市民窓口ステーション 

乗合タクシーによる目的地 

・竜ヶ崎駅（地域間幹線系統のバス停留所と接続） 

・龍ケ崎市役所 

・文化会館 

・総合福祉センター 

・龍ケ崎済生会病院（地域間幹線系統のバス停留所と接続） 

・市民窓口ステーション 

・さんさん館 

 

さんさん館 

市内全域 区域運行 

 
 

  補助対象地域間幹線系統名 

  竜ヶ崎駅～光風台団地～取手駅東口 

  江戸崎～済生会病院～龍ケ崎市駅 

1000 2000m 0 



１ コミュニティバスの現況について

(1)乗車人数

令和元年のコミュニティバス再編以降、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により利用者は減少していたが、令和４
年度の利用者数は過去最多の211,917人となった。
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(2)運行経費額

再編にあたり、１日の運行本数の増加や運行時間帯の拡
大を行ったため、再編後の運行経費は再編前と比べ増加し
ている。また、燃料費の高騰や人件費の増加により、再編
以降についても増加傾向にある。
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(3)運賃収入額

再編にあたり基本料金の改定を行ったため、再編前と比
べて運賃収入額は増加しているが、乗車人数の上昇幅と比
べ、上昇幅は緩やか。定期券や無料乗車券（運転免許自主
返納支援事業）など、割引を利用して乗車している方が多
いためと考えられる。
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(4)運行経費補償額

再編後の運行経費補償額は約１億８千万円で推移してい
る。令和４年度についても、運賃収入の増加額よりも運行経
費の増加額が大きかったため、運行経費補償額は増加してい
る。
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(5)今後の課題

コミュニティバス運行事業者との協定期間が令和６年８
月31日をもって終了となることから、以下の点を踏まえて
協定期間終了後の運行内容（再編内容）の検討を行う必要
がある。

〇検討課題
①財源が限られる中で、本市における公共交通の運行規模
（予算額）をどのように設定するのか。

②利用者が少ない地域の移動手段を今後もコミュニティバ
スで確保していくのか。

③2024年問題といった喫緊の課題や、新たな移動ニーズに
対してどのように対応するのか。

5



２ 地域公共交通の再編スケジュールについて

コミュニティバスの現況やＡＩオンデマンド交通の実証運行
を踏まえて、コミュニティバスの再編については、以下のとお
り実施することとしたい。

(1)ＡＩオンデマンド交通実証実験の結果を十分検証し、その
結果を市の公共交通に反映するため、令和７年４月１日に
コミュニティバスの再編とＡＩオンデマンド交通の本格運
行を同時に実施し、市が運行を委託している公共交通の最
適化を図る。

(2)コミュニティバスについては、現在の運行内容で令和７年
３月31日まで運行を行う。ただし、シャトルバスについて
は、他の枝線を調整することで利便性の低下を低減できる
ことから、令和６年８月31日をもって運行終了とする。

6



令和５年度 令和６年度 令和７年度

コミュニティバス

ＡＩオンデマンド交通
実証実験

本格運行

R1.9.1～R6.8.31 現行の協定期間

本格運行内容の検討 準備・周知

準備・周知

再編内容の検討 準備・周知

結果を反映

シャトルバス運行終了
に伴う調整内容の検討

準備・周知 R7.3.31まで協定を延長

公共交通の最適化を図る。
ＡＩオンデマンド交通実証実験に
より、龍ケ崎市に適した交通シス
テムを検証する。

最適化に向けた準備期間と
する。

〇地域公共交通の再編スケジュールイメージ

再編後の内容で運行

7



地域公共交通の
再編スケジュールについて

別紙４
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

1 竜ケ崎駅 ００循環ルート　外 4-A

2 米町 ００循環ルート 4-A

3 米町 ００循環ルート 4-A

4 新町 ００循環ルート 4-A

5 新町 ００循環ルート 4-A

6 にぎわい広場 ００循環ルート 4-A

7 にぎわい広場 ００循環ルート 4-A

8 上町辻 ００循環ルート 4-A

9 上町辻 ００循環ルート 4-A

10 竜ヶ崎二高入口 ００循環ルート 4-A

11 竜ヶ崎二高入口 ００循環ルート 4-A

12 観音前 ００循環ルート 4-A

13 観音前 ００循環ルート 4-A

14 砂町西 ００循環ルート　外 4-B

15 砂町西 ００循環ルート　外 4-B

16 城南中学校入口 ００循環ルート　外 4-B

17 城南中学校入口 ００循環ルート　外 4-B

18 砂町 ００循環ルート　外 4-B

19 砂町 ００循環ルート　外 4-B

20 戸張 ００循環ルート 4-B

21 戸張 ００循環ルート 4-B

22 城南ショッピングセンター ００循環ルート 4-B

23 城南ショッピングセンター ００循環ルート 4-B

24 警察署前 ００循環ルート 4-B

25 警察署前 ００循環ルート 4-B

26 緑町 ００循環ルート 4-B

27 緑町 ００循環ルート 4-B

28 出し山 ００循環ルート　外 4-B

29 出し山 ００循環ルート 4-B

30 竜ヶ崎一高下 ００循環ルート 4-A

31 竜ヶ崎一高下 ００循環ルート 4-A

32 流通経済大学前 ００循環ルート 3-A

33 流通経済大学前 ００循環ルート 3-A

34 下羽原 ００循環ルート 3-B

35 城ノ内１丁目 ００循環ルート　外 3-B

36 城ノ内１丁目 ００循環ルート　外 3-B

龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通実証運行乗降ポイント（案）一覧

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
兼
用

別紙５



種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

37 東部出張所 ００循環ルート　外 3-B

38 東部出張所 ００循環ルート　外 3-B

39 総合運動公園 ００循環ルート　外 3-B

40 松ヶ丘２丁目 ００循環ルート 3-B

41 松ヶ丘２丁目 ００循環ルート 3-B

42 松ヶ丘１丁目 ００循環ルート 2-B

43 松ヶ丘１丁目 ００循環ルート 2-B

44 済生会病院 ００循環ルート　外 2-B

45 藤ケ丘６丁目 ００循環ルート 2-B

46 藤ヶ丘６丁目 ００循環ルート 2-B

47 藤ケ丘１丁目 ００循環ルート 2-B

48 藤ヶ丘１丁目 ００循環ルート 2-B

49 藤ケ丘５丁目 ００循環ルート 2-B

50 藤ヶ丘５丁目 ００循環ルート 2-B

51 上貝原塚 ００循環ルート 2-A

52 上貝原塚 ００循環ルート 2-A

53 文化会館 ００循環ルート　外 3-A

54 中曽根 ００循環ルート　外 4-A

55 中曽根 ００循環ルート　外 3-A

56 市役所 ００循環ルート　外 4-A

57 水門東 ０１南が丘・長沖線 4-A

58 水門東 ０１南が丘・長沖線 4-A

59 新町南 ０１南が丘・長沖線 4-A

60 新町南 ０１南が丘・長沖線 4-A

61 栄町 ０１南が丘・長沖線　外 4-A

62 栄町 ０１南が丘・長沖線　外 4-A

63 高砂橋 ０１南が丘・長沖線　外 4-A

64 高砂橋 ０１南が丘・長沖線　外 4-A

65 西コミュニティセンター前 ０１南が丘・長沖線 4-A

66 西コミュニティセンター前 ０１南が丘・長沖線 4-A

67 西小学校前 ０１南が丘・長沖線 4-A

68 西小学校前 ０１南が丘・長沖線 4-A

69 姫宮東 ０１南が丘・長沖線 4-A

70 姫宮東 ０１南が丘・長沖線 4-A

71 姫宮西 ０１南が丘・長沖線 4-A

72 姫宮西 ０１南が丘・長沖線 4-A

73 姫宮南 ０１南が丘・長沖線 4-A

74 上米 ０２長山・松葉線 4-A

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
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兼
用



種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

75 上米 ０２長山・松葉線 4-A

76 第二庁舎 ０２長山・松葉線 3-A

77 第二庁舎 ０２長山・松葉線 3-A

78 奈戸岡 ０２長山・松葉線 3-A

79 奈戸岡 ０２長山・松葉線 3-A

80 富士見住宅 ０２長山・松葉線 3-A

81 富士見住宅 ０２長山・松葉線 3-A

82 湯ったり館 ０３長戸・白羽線 2-D

83 豊作村入口 ０３長戸・白羽線 2-D

84 板橋 ０３長戸・白羽線 2-D

85 板橋北 ０３長戸・白羽線 2-D

86 大塚 ０３長戸・白羽線 2-D

87 向陽台2丁目 ０３長戸・白羽線 2-C

88 向陽台1丁目 ０３長戸・白羽線 2-C

89 薄倉 ０３長戸・白羽線 3-C

90 半田北 ０３長戸・白羽線 3-C

91 長戸 ０３長戸・白羽線 3-D

92 長戸 ０３長戸・白羽線 3-D

93 流経大フットボール場 ０３長戸・白羽線 3-D

94 流経大フットボール場 ０３長戸・白羽線 3-D

95 下塗戸 ０３長戸・白羽線 3-D

96 下塗戸 ０３長戸・白羽線 3-D

97 上塗戸 ０３長戸・白羽線 3-D

98 半田 ０３長戸・白羽線 3-C

99 長峰 ０３長戸・白羽線 3-C

100 長峰中央 ０３長戸・白羽線 3-C

101 長峰沖 ０３長戸・白羽線 3-C

102 白羽入口 ０３長戸・白羽線 3-C

103 白羽入口 ０３長戸・白羽線 3-C

104 白羽１丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

105 白羽１丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

106 白羽２丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

107 白羽２丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

108 長峰西 ０３長戸・白羽線 3-C

109 長峰西 ０３長戸・白羽線 3-C

110 白羽3丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

111 白羽３丁目 ０３長戸・白羽線 3-C

112 下八代 ０３長戸・白羽線 3-C

コ
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

113 中八代 ０３長戸・白羽線 3-B

114 上八代 ０３長戸・白羽線 3-B

115 富士浅間神社前 ０３長戸・白羽線 3-B

116 さんさん館 ０３長戸・白羽線 3-B

117 さんさん館 ０３長戸・白羽線 3-B

118 愛戸 ０３長戸・白羽線　外 4-A

119 大宮コミュニティセンター ０４大宮線 5-B

120 下佐沼 ０４大宮線 5-B

121 千秋 ０４大宮線 5-B

122 上宮渕 ０４大宮線 5-C

123 梶内 ０４大宮線 5-B

124 関 ０４大宮線 4-B

125 関 ０４大宮線 4-B

126 宮前 ０４大宮線 4-B

127 宮前 ０４大宮線 4-B

128 上大徳 ０４大宮線 4-B

129 上大徳 ０４大宮線 4-B

130 城南橋 ０４大宮線 4-B

131 城南橋 ０４大宮線 4-A

132 高砂 ０４大宮線 4-A

133 高砂 ０４大宮線 4-A

134 商工会前 ０４大宮線 4-A

135 商工会前 ０４大宮線 4-A

136 横町 ０４大宮線 4-A

137 横町 ０４大宮線 4-A

138 根町 ０４大宮線 4-A

139 根町 ０４大宮線 4-A

140 般若院 ０４大宮線 4-A

141 般若院 ０４大宮線 4-A

142 撞舞通り西 ０４大宮線 4-A

143 撞舞通り西 ０４大宮線 4-A

144 下泉 ０５八原線 2-C

145 上泉 ０５八原線 1-B

146 ザ・ゴルフクラブ竜ケ崎 ０５八原線 1-B

147 ザ・ゴルフクラブ竜ケ崎南 ０５八原線 1-B

148 野颪 ０５八原線 1-B

149 野颪南 ０５八原線 2-B

150 女化北 ０５八原線 2-A
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

151 女化 ０５八原線 2-A

152 竜ヶ岡西 ０５八原線 2-A

153 上羽原 ０５八原線 3-A

154 城ノ内２丁目 ０５八原線 3-B

155 城ノ内３丁目 ０５八原線 3-B

156 城ノ内３丁目 ０５八原線 3-B

157 城ノ内４丁目 ０５八原線 3-B

158 城ノ内４丁目 ０５八原線 3-B

159 城ノ内５丁目西 ０５八原線 3-B

160 城ノ内５丁目西 ０５八原線 3-B

161 城ノ内５丁目中央 ０５八原線 3-B

162 城ノ内５丁目中央 ０５八原線 3-B

163 城ノ内５丁目東 ０５八原線 3-B

164 城ノ内５丁目東 ０５八原線 3-B

165 藤ヶ丘６丁目南 ０５八原線 3-B

166 八原小学校南 ０５八原線 2-B

167 貝原塚 ０５八原線 2-B

168 森林公園 ０５八原線 2-C

169 藤ケ丘１丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

170 藤ケ丘１丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

171 中里一丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

172 中里一丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

173 八原小学校 関東鉄道株式会社　運行路線 3-B

174 八原小学校 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

175 松ケ丘四丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

176 松ケ丘四丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

177 松ケ丘三丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

178 松ケ丘三丁目 関東鉄道株式会社　運行路線 2-B

179 貝原塚町① - 1-A

180 貝原塚町② - 1-A

181 泉町① - 1-B

182 泉町② - 1-B

183 貝原塚町③ - 1-B

184 貝原塚町④ - 2-A

185 貝原塚町⑤ - 2-A

186 貝原塚町⑥ - 2-A

187 貝原塚町⑦ - 2-A

188 貝原塚町⑧ - 2-A

コ
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

189 貝原塚町⑨ - 2-A

190 貝原塚町⑩ - 2-A

191 貝原塚町⑪ - 2-B

192 貝原塚町⑫ - 2-B

193 藤ケ丘２丁目 - 2-B

194 藤ケ丘３丁目① - 2-B

195 藤ケ丘３丁目② - 2-B

196 藤ケ丘４丁目① - 2-B

197 藤ケ丘４丁目② - 2-B

198 藤ケ丘４丁目③ - 2-B

199 藤ケ丘５丁目 - 2-B

200 松ケ丘１丁目① - 2-B

201 八原コミュニティセンター - 2-B

202 松ケ丘第一街区公園 - 2-B

203 松ケ丘第三街区公園 - 2-B

204 松ケ丘３丁目① - 2-B

205 松ケ丘３丁目② - 2-B

206 薄倉町① - 2-C

207 大塚町 - 2-D

208 板橋町① - 2-D

209 板橋町② - 2-D

210 別所町 - 3-A

211 羽原町① - 3-A

212 馴馬町① - 3-A

213 中央図書館 - 3-A

214 藤ケ丘６丁目① - 3-B

215 藤ケ丘６丁目② - 3-B

216 藤ケ丘７丁目 - 3-B

217 中里２丁目① - 3-B

218 中里２丁目② - 3-B

219 中里３丁目 - 3-B

220 松ケ丘２丁目① - 3-B

221 松ケ丘２丁目② - 3-B

222 城ノ内１丁目 - 3-B

223 城ノ内３丁目① - 3-B

224 城ノ内３丁目② - 3-B

225 城ノ内４丁目① - 3-B

226 城ノ内４丁目② - 3-B

実
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

227 城ノ内５丁目 - 3-B

228 羽原町② - 3-B

229 羽原町③ - 3-B

230 龍ケ岡陸橋 - 3-B

231 八代町① - 3-B

232 薄倉町② - 3-C

233 白羽１丁目① - 3-C

234 白羽１丁目② - 3-C

235 白羽２丁目 - 3-C

236 長峰霊園 - 3-C

237 白羽４丁目 - 3-C

238 長峰西公園 - 3-C

239 半田町① - 3-C

240 半田町② - 3-C

241 半田町③ - 3-C

242 八代町② - 3-C

243 長峰町 - 3-C

244 長戸コミュニティセンター - 3-D

245 高作町 - 3-D

246 塗戸町① - 3-D

247 塗戸町② - 3-D

248 保健センター - 4-A

249 愛戸町① - 4-A

250 出し山町① - 4-A

251 地域福祉会館 - 4-A

252 龍ケ崎コミュニティセンター - 4-A

253 馴柴町 - 4-A

254 龍ケ崎① - 4-A

255 龍ケ崎② - 4-A

256 龍ケ崎③ - 4-A

257 龍ケ崎④ - 4-A

258 龍ケ崎⑤ - 4-A

259 龍ケ崎⑥ - 4-A

260 龍ケ崎⑦ - 4-A

261 龍ケ崎⑧ - 4-A

262 龍ケ崎⑨ - 4-A

263 龍ケ崎⑩ - 4-A

264 龍ケ崎⑪ - 4-A

実
証
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種類 No. 乗降ポイント名称（仮） 路線名　等 位置

265 龍ケ崎⑫ - 4-A

266 龍ケ崎⑬ - 4-A

267 龍ケ崎⑭ - 4-A

268 龍ケ崎⑮ - 4-A

269 龍ケ崎⑯ - 4-A

270 姫宮町 - 4-A

271 馴馬町② - 4-A

272 高砂第二街区公園 - 4-A

273 高砂体育館 - 4-A

274 出し山町② - 4-B

275 出し山町③ - 4-B

276 野原町① - 4-B

277 野原町② - 4-B

278 緑町① - 4-B

279 緑町② - 4-B

280 龍ケ崎⑰ - 4-B

281 龍ケ崎⑱ - 4-B

282 龍ケ崎⑲ - 4-B

283 龍ケ崎⑳ - 4-B

284 龍ケ崎㉑ - 4-B

285 大徳町① - 4-B

286 大徳町② - 4-B

287 大徳町③ - 4-B

288 大徳町④ - 4-B

289 大徳町⑤ - 4-B

290 大徳町⑥ - 4-B

291 大徳町⑦ - 4-B

292 上大徳児童公園 - 4-B

293 半田町④ - 4-C

294 大徳町⑧ - 5-B

295 大徳町⑩ - 5-B

296 大徳町⑪ - 5-B

297 大徳町⑫ - 5-B

298 佐沼町 - 5-B

299 宮渕町 - 5-C

300 大徳町⑬ - 6-B
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龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通実証実験乗降ポイント（案）位置図 
 

 

 

 

 

【全体図】 
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凡例 

   …実証実験エリア、   …乗降ポイント（コミュニティバス兼用） 

   …乗降ポイント（路線バス兼用）、   …乗降ポイント（実証実験専用） 
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【詳細図】 
 

 

 

 

 

①１－Ａ 

 

  

凡例 

   …実証実験エリア、   …乗降ポイント（コミュニティバス兼用） 

   …乗降ポイント（路線バス兼用）、   …乗降ポイント（実証実験専用） 
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２０２３年度  関東鉄道竜ヶ崎線生活交通改善事業計画 
          （鉄道軌道安全輸送設備等整備事業） 

 
１．事業の目的・必要性 

竜ヶ崎線は、沿線人口の減少、少子高齢化、マイカーの普及等により１９９５年をピーク
として利用者の減少傾向が続いており、また、２０２０年度以降は新型コロナウイルスの
影響により大幅な利用者の減少となっている。そのような中で施設全体の老朽化が進んで
おり、安全設備の機能維持が困難な状況となっている。 
特に、軌道・信号設備および車両は、安全輸送に直結する根幹的な設備であり、高い安全

性が求められている。 
また、竜ヶ崎線には１９カ所の踏切道が存在しており、踏切設備の安全対策も安定輸送

には必須となっている。 
このため、軌道を強化するとともに老朽化車両の機能維持と更新および信号踏切設備の

更新により安全度の向上を行い、輸送の安全確保を図るものとする。 
２．事業の定量的な目標及び効果 
  竜ヶ崎線の収支においては、従来から経常赤字が続いていた中、新型コロナウイルスの
影響により大幅な利用者の減少・減収となり、２０２２年度には約４千３百万円の経常赤
字を生じている。２０２３年度以降も利用者回復の兆しが見えず、厳しい収支状況が続く
ことが見込まれることから、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費補助制度等を活用し、老
朽化した鉄道施設の改修・更新を行うことにより約７０万人（年間利用者）の輸送の安全を
向上させる。 
具体的目標としては、計画の５年間において老朽化により機能維持が困難となっている

踏切設備と通信ケーブルの老朽更新を行うほか、竜ヶ崎～入地駅間で経年により摩耗が進
むレール交換を行う。また、車両の全般・重要部検査に併せ、老朽化した車両部品の交換を
実施する。これらの設備整備により安全度の向上を図るとともに、機能維持のための修繕
費を圧縮し収支良化を図るものとする。 

３．事業の内容と当該事業を実施する事業者 
  別紙に記載 
４．事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 
  ２０２３年度事業費      23,828 千円 
           負担額   国 ： 7,942 千円（負担割合 33.3％   2022 年度補正対応 

2022 年度予算対応予定） 
              茨城県 ： 3,412 千円（負担割合 14.3％  2023 年度予算対応予定） 
            龍ケ崎市 ： 3,412 千円（負担割合 14.3％  2023 年度予算対応予定） 

 関東鉄道 ： 9,062 千円（負担割合 38.1％   2023 年度予算対応予定） 
 

５．計画期間 
  別紙に記載 
６．協議会の開催状況と主な議論 
  ２０２３年 月  日 事業内容、費用負担、５か年計画について協議し承認済み。 
 
（協議会の構成） 
     関係県・市           茨城県、龍ケ崎市 
     関係交通事業者・施設管理者等  関東鉄道㈱ 
     国               関東運輸局茨城運輸支局 

関係機関             流通経済大学、茨城県竜ケ崎工事事務所、竜
ケ崎警察署、茨城県バス協会、関東鉄道労働組
合、平成観光自動車㈱、有限会社佐貫タクシー、
龍ケ崎地区タクシー運営協議会、龍ケ崎市商
工会、NPO 法人ユーアンドアイ 

     市民代表            ３名 
 
                         龍ケ崎市地域公共交通協議会

案 

事業費の減額（24 千円）に伴う負担額の減額 
国 ：7,950 千円→7,942千円 
県市：3,416 千円→3,412千円 
関東鉄道：9,070 千円→9,062千円 
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Ryugasakiadmin
テキストボックス
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ウェルカムチケット交付事業（案）について
龍ケ崎市役所

まちの魅力創造課 人口問題対策室

１．事業の概要・目的
新たに市民になった方などを対象に、本市の居住環境の優位性の認知を図るため、市の公共施設等の優待チケットを配

布します。

２．対象者・交付方法 （配布見込み数：約２,1００人）

● 転入者・・・ 市民窓口課、西部・東部出張所、市民窓口ステーション（直接配布）

３．チケットの内容 （チケットの有効期間は、６か月）

● ニューライフアリーナ利用券 ：420円×1枚
（サブアリーナ、トレーニング室、プール）

● たつのこ産直市場割引券 ：500円×2枚
● 龍ケ崎コロッケ割引券 ：200円×４枚

４．今後のスケジュール
事業内容の決定 要綱作成 事前調整（最終） 事業スタート
（内部・外部会議） チケットデザイン作成 プレスリリース （チケット配布）

印刷準備 【予定】

● コミュニティバス利用券 ：200円×２枚
● 乗合タクシー利用券 ：５00円×１枚

※ウェルカムチケットは、上記のほか、追加予定

※コミバスと乗合タクシーは選択制

※転入者以外も検討中
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